
Ⅰ．はじめに

　近年，スギ精英樹等の中から，多くの自然三倍体が見出された

ことから，林木においても三倍体の利用といった倍数性育種が注

目されるようになってきた。現在までに我国で報告されている精

英樹の三倍体は，スギの４１クローンに対し，ヒノキは２クローン

であり，かなり少ない（1，2，4，5，8，14，16，17，18，19）。

　そこで，ヒノキにおける倍数性育種の可能性を検討するため，

人工交配によって三倍体等を作出し，これらからの個体別さし木

苗を育成し，１０年生時の生育を調べた。

Ⅱ．材料及び方法

　１９８２年４月に，実生由来の２個体（No.１，No.２，いずれも２n

＝２２＝２x）を母樹とし，枝変わりによって発生した久原１号

（２n＝４４＝４x）（3，9）を花粉親に用いて人工交配を行うと共に，

自然交配によるF１個体を作出した。その後，１９９１年３月（８年

生時）に個体別にさし木を行った。１９９３年３月に，２年生の個体

別さし木苗及び精英樹家系別苗を林業試験場の苗畑において列状

植栽を行った。植栽本数は，F１のさし木苗が１個体あたり５～２０

本，精英樹家系別は各１５本とした。使用した精英樹家系は，福岡

県産の嘉穂５号，浮羽１４号，佐賀県産の藤津５号，藤津１２号，長

崎県産の南高来５号，南高来８号，熊本県産の阿蘇１１号，八代署

１号，宮崎県産の東臼杵３号，高崎署１号，鹿児島県産の姶良８

号，姶良３４号の計１２家系であった。

　これらのさし木個体及び家系について，２００１年３月に，樹高及

び根元直径（地上５cm部位）の測定を行い，１０年生時のデータ

解析を実施した。

　三倍体のさし木個体において，F１個体間の成長の差異等を検討

する際は，２本以上生存しているF１個体を対象とし，精英樹苗と

の比較を試みた。

Ⅲ．結　果

　倍数性及び異数性別F１個体のさし木苗の１０年生時の生存状況

を表－１に示した。植栽後，台風や鹿による食害等のため，枯損

木が多数発生したが，全般的にみると三倍体は二倍体及び異数体

に比べて生存率が高いことが判明した。また，倍数性及び異数性

別F１個体のさし木苗の１０年生時の成長状況を表－２に示した。

樹高，根元直径共に，三倍体は二倍体及び異数体に比べて成長が

旺盛である傾向が認められた。

　母樹No.１由来の三倍体（１９個体），母樹No.２由来の三倍体（３３

個体）の個体別さし木苗及び精英樹家系別苗（１２家系）の３者に

ついて，生存率を比較した結果を図－１，樹高成長を比較した結

果を図－２，根元直径成長を比較した結果を図－３に示した。い

ずれの場合もF１個体の違いによる差異が著しいことが判明した。

また，生存率，樹高，根元直径について，３者間の分散分析を

行ったが，いずれの場合も有意性は認められなかった。全般的に

みると，三倍体においては母樹（No.１，No.２）の違いによる差異

は認められず，三倍体と精英樹を比べた場合，生存率は精英樹，

樹高は三倍体がそれぞれ良好であり，根元直径はほぼ同程度の成

長を示す傾向が認められた。

　母樹No.１及びNo.２由来の三倍体（計５２個体）のさし木苗の樹

高と根元直径について，個体別に精英樹苗との有意差検定（５％

以上の水準）を行ったところ４種類のタイプが認められ，それぞ

れのタイプ別の個体数及び割合を調べた結果を表－３に示した。
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三倍体さし木苗をF１個体別にみると，樹高，根元直径共に精英

樹家系よりも優れた個体が約１０％程存在する一方で，精英樹家系

よりも劣る個体が認められた。

Ⅳ．考　察

　ヒノキの倍数性育種に関しては，岡村ら（7）が研究を行って

おり，育成した二倍体（２個体），三倍体（３個体），四倍体（３

個体）について，８年生時にさし木を行い，定植して１０年を経過

したさし木苗の生育状況を調べている。この中で，生存率は二倍

体が８１％，三倍体が７９％，四倍体が４１％であり，平均樹高は二倍

体が３．６２m，三倍体が４．５８m，四倍体が１．６９m，平均胸高直径は，

二倍体が３．２７cm，三倍体が５．６２cm，四倍体は小さいため測定不

能であり，３種類の中では三倍体が最も生育が旺盛であったこと

を報告している。また，中田ら（6）は，岡村ら（7）が育成し

た二倍体，三倍体，四倍体のさし木苗について，１９年生時の樹幹

ヤング係数を測定しており，その平均値は二倍体が８．５０GPa，三

倍体が６．１６GPa，四倍体が５．０４GPa であったことから，三倍体の

材質的な検討の必要性を提起している。

　筆者らは，ヒノキにおける三倍体の林業的価値を検討するため，

１９８２年に二倍体（２個体）を母樹，四倍体（１個体）を花粉親と

して人工交配を行い，多数のF１個体を育成した。その後，F１個体

について，体細胞染色体数の観察による倍数性及び異数性の判定，

成長，さし木発根能力及びさし木苗の成長等について報告してき

た（10，11，12，13，15）。

　今回，倍数性及び異数性別F１個体のさし木個体について１０年

生時の生育を調べたところ，三倍体が最も旺盛な成長を示すこと

が判明し，岡村ら（7）の報告と同様な結果が得られた。母樹

No.１に由来する三倍体のさし木個体と母樹No.２に由来する三倍

体のさし木個体の成長比較においては，両者間に大きな差異はな

く，母樹の影響はほとんど認められなかった。異数体由来のさし

木個体は弱勢を示す傾向が認められたことから，異数体の林業的

価値は小さいものと考えられた。

　三倍体の個体別さし木苗は，F１個体の違いによって成長が著し

く異なっており，また，精英樹に比べて成長が優れた個体，同程

度の個体，劣る個体が認められた事から，三倍体であっても，個

体選抜が必要と考えられた。

Ⅴ．おわりに

　今回の結果及び岡村ら（7）の報告から総合的にみると，ヒノ

キの場合，三倍体利用による育種の可能性が大きいものと推察さ

れた。しかしながら，１０年生といった幼齢期の結果であるため，

今後，年数の経過にともなう成長，材質，環境適応性，病虫害抵

抗性等の検討が必要である。また，母樹が２個体，花粉親が１個

体であり，交配組み合わせが少ないため，今後，交配親を増やし

て検討する必要があるものと考えられる。
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表－１．倍数性及び異数性別F１個体のさし木苗の１０年生時の生存状況

生存率
（％）

生存本数
（本）

設定時
苗数（本）

個体数
（個体）

F１の倍数性
及び異数性

交配の
種類

母樹

２６．５９３４２２n＝３２＝３x－１

人工
No．１

３５．６１３５３７９２５２n＝３３＝３x

４．２１２４２２n＝３４＝３x＋１

１．４１６９４２n＝２２＝２x自然

４５．３２６８５９２４１２n＝３３＝３x
人工

No．２ １９．０４２１３２n＝３４＝３x＋１

２５．５１２４７５２n＝２２＝２x自然
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表－２．倍数性及び異数性別F１個体のさし木苗の１０年生時の成長

根元直径（cm）樹高（m）調査
本数
（本）

F１の倍数性
及び異数性

交配の
種類

母　樹
比数標準偏差±平均値比数標準偏差±平均値

１１９０．５７±３．００９９０．４６±３．１６　９２n＝３２＝３x－１

人工
No．１

１５２０．５６±３．８３１４７０．６９±４．６９１３５２n＝３３＝３x

７９－±２．００６６－±２．１０１２n＝３４＝３x＋１

６３－±１．６０３９－±１．２５１２n＝２２＝２x自然

１３６０．５０±３．４３１３８０．８２±４．４０２６８２n＝３３＝３x
人工

No．２ ７５０．５９±１．８８６００．５７±１．９２４２n＝３４＝３x＋１

１０００．８６±２．５２１０００．７１±３．１８１２２n＝２２＝２x自然

（注）　比数は母樹No．２由来の二倍体（２n＝２２＝２x）を基準とした。

表－３．精英樹との有意差検定に基づいた成長型別三倍体の個体数及び割合

計母樹No．２由来の三倍体母樹No．１由来の三倍体成長型

割合（％）個体数（個体）割合（％）個体数（個体）割合（％）個体数（個体）根元直径樹高

９．６５９．１３１０．５２＊＋＊＋

４２．３２２３６．４１２５２．６１０N.S.＊＋

２３．１１２２７．３９１５．８３N.S.N.S

２５．０１３２７．３９２１．１４＊－N.S.

（注）　＊＋：５％以上の水準で有意差があり，精英樹より大きいことを示す。
　　　＊－：５％以上の水準で有意差があり，精英樹より小さいことを示す。
　　　N.S.：精英樹との間に有意差が無いことを示す。

図－１．母樹No.１，No.２由来の三倍体の個体別さし木苗及び精英樹家系別苗の１０年生時の生存率
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図－２．母樹No.１，No.２由来の三倍体の個体別さし木苗及び精英樹家系別苗の１０年生時の樹高

図－３．母樹No.１，No.２由来の三倍体の個体別さし木苗及び精英樹家系別苗の１０年生時の根元直径

（２００２年１２月１６日　受理）


